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改称を繰り返しました。明治 31 年（1898 年）に常磐町に新病院として移転したのちに町立室蘭病院、区立室蘭
病院と改称して、大正 11 年（1922 年）の市制施行により市立室蘭病院と称するようになりました。昭和 26 年
（1951 年）に火災で院舎を焼失しましたが再建し、昭和 33 年（1958 年）には現在の名称である市立室蘭総合病
院と改称し 59 年が経過しました。平成⚙年（1997 年）に山手町に新築移転し今年で 20 年が経過し、現在の病
院は晴れて成人を迎えることとなりました。⚕年後には開院 150 年という大きな区切りの年を迎えます。それ
は室蘭港開港 150 年・市制施行 100 年にあたり、まさに室蘭の歴史とともに歩んできた病院であることを改め
て認識するとともに、その輝かしい歴史を汚すことなく、職員一同で新たな歴史を刻んでゆきたいと思ってお
ります。
さて市立室蘭総合病院医誌はこのたび 42 巻の発行となりました。今年は⚕編の臨床研究報告と⚓編の症例
報告、病理解剖症例概要、CPCをはじめ、各種院内研究会・研修会記録、各部署の業務活動報告、年間業績集
などが掲載されております。日常多忙な医療業務をこなしている若手医師や臨床研修に励んでいる研修医から
の論文が多くを占め、その指導を取られた諸兄の努力に敬服いたします。今後も本誌が若手医師たちにとって
登竜門的な役割を担ってゆくこと、またベテラン医師からも活発な投稿がなされることを期待します。最後に
なりますが、多忙な診療活動の中で執筆を担当された職員の皆様と本誌発行にご尽力いただいた編集委員の皆
様に深謝いたします。
